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ジャンボタニシの防除は 

収穫後の冬期耕うんから！！ 

)) 
―ＴＡＣ information―  

 石灰窒素による、ジャンボタニシの防除方法があります。やり方は、刈り

取り後の水田を３～４cm の湛水状態にし、そこに、１０ａ当たり２０～３

０ｋｇの石灰窒素を散布して、３日間、１７℃の水温で湛水状態を維持する

方法です。これにより８割以上のジャンボタニシが死滅するとしています。

特に、３０ｋｇ施用では９０％以上のタニシが死滅する結果が出ています。

管内には、収穫後は用水が止まってしまうところが多いため、できる地域が

限定されますが、このような防除方法もあります。 

今年は、過去２年被害の大きかったトビ

イロウンカの被害はありませんでしたが、

ジャンボタニシ、カメムシの被害が目立ち

ました。今号では、ジャンボタニシの冬期の

防除対策について、もう 1度確認します。 

 

株元を食害するジャンボタニシ 

ジャンボタニシの大きなものは、冬のロータリ

ー耕１回で７割が死滅 

冬季にジャンボタニシの約８割が、６

cm以内の土中に潜って越冬します。また、

－３℃では３日、－６℃では２４時間で

死亡します。大きな貝は土に潜れないの

で越冬率は低くなります。 

≪防除対策１≫ 

冬季にロータリーの回転を早くし、速

度をゆっくり耕うんします。殻を割った

り、傷つけたりすることで殺すことがで

きます。特に大きな貝ほど、破砕されやす

いため、１回の耕うんで約７割が死滅し

ます。また、寒気にさらされたものは死ぬ

確率が高くなります。 

≪防除対策２≫ 

水路の泥上げをしましょう。水路に泥

がたまっていると、貝は泥に潜って越冬

し、春に用水とともに田んぼに入ってき

ます。 
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